
日本学術会議

政治学委員会比較政治分科会（第２４期・第７回）議事要旨

開催日時 2019 年 6 月 29 日（土）11 時 45 分～12 時 15 分 

開催場所 筑波大学１Ｃ棟 401 室 

出席者 新川敏光、小川有美、大串和雄、磯崎典世、羽場久美子、高橋百合子、加藤淳子、

藤井篤の 8 名。 

議事概要

１．比較政治学会共同企画 6 月 29 日パネルについて 

６月 29 日開催予定の日本比較政治学会研究大会での学術会議と学会の共同企画パネル（自

由企画 1「世界の自由民主主義の退行を考える―中・東欧とラテンアメリカの経験から」）

について、準備はすべて整ったとの報告が大串委員よりあった。

２．比較政治分科会の今期活動について

今後も継続審議することになった。

３．その他

2022 年から開始される高校の新教科「公共」を進める上でアクティブ・ラーニングに適切

なテーマについて、今後も情報を収集し、検討を重ねていくことになった。

４．次回分科会開催日程について

眞柄委員長欠席のため、委員長と相談の上決定することとなった。


